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し
ょ
う
。 

子
供
た
ち
が
、
学
習
や
行
事
、
部
活
動
、

地
域
活
動
な
ど
に
意
欲
的
に
取
り
組
め
る

よ
う
に
一
人
一
人
に
合
っ
た
目
標
を
設
定

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
特
に
進
学
を
迎
え
る

最
高
学
年
の
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
、
そ

の
具
体
的
な
目
標
が
重
要
な
も
の
と
な
り

ま
す
。
家
庭
・
地
域
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
子
供
た
ち
が
目
標
に
向
か
っ
て

努
力
し
て
い
る
姿
に
対
し
て
声
を
か
け
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
新
た
な
目
標
設
定

の
際
に
は
、
子
供
た
ち
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
も
大
人
と
し
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
伝

え
て
い
た
だ
く
な
ど
、
温
か
い
支
援
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

☆ 

子
供
た
ち
の
心
の
変
化
に
気
を
付
け
て

く
だ
さ
い
。 

子
供
た
ち
の
身
体
の
変
化
は
、
比
較
的

把
握
し
や
す
い
の
で
す
が
、
心
の
中
の
変

化
は
気
を
付
け
て
観
察
し
な
い
と
見
逃
し

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
子
供
た
ち

は
友
達
の
こ
と
、
学
校
生
活
の
こ
と
、
学

習
の
こ
と
、
家
庭
の
こ
と
な
ど
様
々
な
こ

と
で
心
配
し
た
り
、
悩
ん
だ
り
し
ま
す
。

そ
の
際
、
子
供
た
ち
は
、
言
動
や
服
装
な

ど
に
、
些
細
な
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
家
庭
、
地
域
、
学

校
の
子
供
た
ち
を
取
り
巻
く
大
人
た
ち
が

し
っ
か
り
と
連
携
し
な
が
ら
そ
の
サ
イ
ン

を
見
逃
さ
ず
、
子
供
た
ち
を
見
守
り
、
適

切
な
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

何
か
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

学
校
の
担
任
や
養
護
教
諭
、
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
に
遠
慮
な
く
ご
相
談
く

だ
さ
い
。 

（
指
導
課
） 

充
実
し
た
２
学
期
に
す
る
た
め
に 

  

長
か
っ
た
夏
休
み
も
終
わ
り
、
い
よ
い
よ

２
学
期
が
始
ま
り
ま
し
た
。
２
学
期
、
小
学

校
で
は
運
動
会
や
学
芸
会
、
中
学
校
で
は
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
や
音
楽
祭
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
行
事
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
学
習
面
で
も
、

新
し
い
内
容
の
学
習
が
始
ま
り
ま
す
。
「
さ

ぁ
、
が
ん
ば
る
ぞ
！
」
と
、
ど
の
子
供
た
ち

も
、
元
気
よ
く
学
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
夏

休
み
が
終
わ
り
、
学
校
の
生
活
リ
ズ
ム
へ
の

切
り
換
え
が
う
ま
く
い
か
ず
、
例
年
元
気
が

出
な
い
子
供
た
ち
も
い
ま
す
。
子
供
た
ち
に

と
っ
て
、
夏
休
み
の
生
活
か
ら
の
切
り
換
え

は
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
２
学
期

の
始
ま
り
に
あ
た
り
、
子
供
一
人
一
人
の
様

子
を
学
校
と
と
も
に
、
家
庭
・
地
域
で
も
注

意
深
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

☆ 

規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
を
確
立
さ
せ

ま
し
ょ
う
。
〃
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は

ん
〄 ２

学
期
が
始
ま
る
と
、
夏
休
み
中
の
夜

更
か
し
や
食
生
活
の
乱
れ
か
ら
、
気
分
が

悪
く
な
っ
た
り
、
授
業
に
集
中
で
き
な
か

っ
た
り
す
る
子
供
た
ち
が
見
ら
れ
ま
す
。

ご
家
庭
で
規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
の
確

立
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
早
寝
・
早
起

き
の
習
慣
を
身
に
付
け
、
睡
眠
を
十
分
に

取
る
こ
と
は
、
精
神
的
な
安
定
や
健
や
か

な
成
長
の
た
め
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
要
素
で
す
。 

 

☆ 

２
学
期
の
目
標
を
も
た
せ
、
目
標
に
向

か
っ
て
努
力
す
る
姿
勢
を
大
切
に
さ
せ
ま

『
小
学
校
に
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
!!
』 

  

小
平
市
内
郵
便
局
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
小
平
店
様
の
ご
好
意
に 

よ
り
、
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
公
式
試
合
球
の
レ
プ
リ
カ
が

市
立
小
学
校
19
校
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
レ
プ
リ
カ
は
、
今
回

の
大
会
で
大
活
躍
し
た
Ｆ
Ｃ
東
京
の
今
野
泰
幸
選
手
、
長
友
佑
都

選
手
の
直
筆
サ
イ
ン
が
入
っ
た
と
て
も
貴
重
な
も
の
で
す
。
７
月

15
日
に
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
手
渡
さ
れ
た
児
童
が
そ
れ
ぞ
れ
の 

学
校
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

（
教
育
庶
務
課
） 

９
月
の
教
育
委
員
会
定
例
会 

日
時 

９
月
27
日(

月)

午
後
２
時
00
分
～ 

場
所 

市
役
所
５
階 

５
０
５
会
議
室 

ど
な
た
で
も
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す(

傍
聴
席
は
20
席
・先
着
順)

。 

ま
た
、
会
議
録
は
市
役
所
１
階
市
政
資

料
コ
ー
ナ
ー
や
小
平
市
教
育
委
員
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

第 33回 上水南公民館まつり 
10 月 9 日（土） 10 月 10 日（日） 

★作品展示 （午前 9 時 30 分～午後 3 時） 
 日本画、油絵、水彩画、木目込み人形、草木染め、生け花、盆栽 
 小平三小・十小児童作品ほか 
★まつり講演会 「没後 100 年 ナイチンゲール～真実の姿・生き方」

（10 時 30 分～正午） 
 小林 基男さん（法政大学講師） 定員 50 人 
★模擬店 （午前 10 時から） ※売り切れしだい終了。 
★チャリティー喫茶 （午前 10 時～午後 3 時 30 分） 
★チャリティーバザー（午前 10 時～午後 3 時 30 分） 
★子ども工作コーナー （午後 1 時～3 時 30 分） 
 楽しい折り紙（恐竜、コマなどの折り紙） 
★木目込み人形を作ろう（午後 1 時～3 時 30 分） 
 来年の干支「うさぎ」を作りましょう （要予約） 
★大正琴・フラダンス・三味線（午後 1 時 30 分～3 時 30 分） 
 出演…すずらん琴の会、ハイビスカス、みすじ会 

★作品展示（午前 9 時 30 分～午後 3 時） ※内容は９日と同じ 
★子ども工作コーナー （10 時～正午） ※内容は９日と同じ 
★模擬店 （午前 10 時から） ※売り切れしだい終了。 
★チャリティー喫茶 （午前 10 時～午後 2 時 30 分） 
★チャリティーバザー （午前 10 時～午後 2 時時 30 分） 
★舞台発表 （午前 10 時 20 分～午後 2 時 50 分） 
 マジック、民踊、新舞踊、歌謡コーラス、合唱、ハーモニカ合奏 
★木目込み人形を作ろう（午後 1 時～3 時） ※内容は９日と同じ 
★小平三小ソーラン踊り （午後 0 時 40 分～1 時） 

上水南公民館 電話０４２（３２５）４１３３ 

「引きこもり対策と 
心の健康」 

と き 10月 12日（火）から 12月 21日（火） 

 （11月 23日を除く） 

 午前 10時～正午 全 10回 

ところ 仲町公民館講座室２ 

定 員 24人（保育無） 

学級費 無料 

講 師 淵上規后子さん（東京メンタルヘ

ルスアカデミー カウンセラー）

ほか 

申込み ９月 20日（月）から 26日（日）

までの午前９時から午後９時 

までに問合せ先へ（電話可） 

 詳しくは市報９月 20 日号をご覧

ください。 

回 月 日 学習内容 

1 10 12 公民館にフリースペースができた 

2  19 子どものための相談窓口 

3  26 精神疾患について 

4 11 2 薬物療法について 

5  9 心理療法について 

6  16 訊くと聴くの違い 

7  30 アサーティブな話し方 

8 12 7 引きこもり等の家族の支援 

9  14 体験を通じて―福祉の連携について 

10  21 まとめ 

問合せ 仲町公民館 

 電話 ０４２（３４１）０８６２ 

中央公民館 土曜子ども広場「友
ゆう

・遊
ゆう

」日程 
  日  時 メインメニュー 

9月4日 
(土) 

午前10時 
～午後1時30分  友・遊まつり 

9月11日 
(土) 

午前10時～正午 
土曜子ども映画会（先着60人、１階視聴覚室） 

「やさしいライオン、のっぺらぼう」 ほか 

午前10時 
～午後3時30分 

「友・遊ひろば」で遊ぼう！ 

9月18日 
(土) 

午前10時～正午 
ビーズでロングネックレスをつくろう 

（先着20人、材料費200円、講座室2） 

午前10時 
～午後3時30分 

「友・遊ひろば」で遊ぼう！ 

9月25日 
(土) 

午前10時 
～午後3時30分 

「友・遊ひろば」で遊ぼう！ 

※ 友・遊メニューは中央公民館で開催します。参加ご希望の方には、当日午前９時か
ら中央公民館１階受付で整理券をお渡しします。 

※ 友・遊ひろば（折り紙、オセロ、囲碁、将棋、お手玉、トランプ、ケン玉、おはじ
き、おしゃべりなど）は、「友・遊」開催中、いつでも利用できます。 

※ ボランティアとして、小・中学生に教えていただける方、また、子供たちと一緒に
遊んでいただける方を募集しています。事前にご連絡ください。 

【 問合せ 】 小平市中央公民館 
ＴＥＬ： ０４２（３４１）０８６１ 
ＦＡＸ： ０４２（３４１）０８８３ 
電子メール： kominkan@city.kodaira.lg.jp 

中央公民館 土曜子ども広場「友
ゆう

・遊
ゆう

」 

《友
ゆう

・遊
ゆう

まつり》 
９月４日（土）午前１０時から午後１時３０分 

 今年も毎年恒例の「友・遊まつり」を開催します。 
 楽しいゲームがみんなを待っています。お友達を誘ってみんなで遊びに来て
ください。 

内 容 ゲーム ・輪投げ、魚釣り、ジャンピングフラワー 
    工 作 「ビーズと折り紙でキラキラ立体カードを作ろう 

～夏の思い出～」 
    体 験 ・音楽と遊ぼう ～リトミック・レクリエーション～ 

・ブンブンごまをやってみよう！ 
・紙芝居・ゲーム等 

    舞台発表・友・遊フラメンコ 
・６小よさこい 

    展 示 「昔の子どもの遊び図鑑～今とくらべてみよう！～」 
（小平在住の荒畑忠弘さんが描くイラスト） 

     そのほか、色々なメニューがあります。 
     （＊メニューは変更になる可能性があります。） 

対 象 小・中学生とその家族（保護者同伴の就学前児童可） 
費 用 無 料 
申込み 当日会場へ 
問合せ 中央公民館 電話０４２（３４１）０８６１ 



 (３) (２) 
 小平市教育委員会だより 小平市教育委員会だより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民スポーツまつり 
   リレーチーム募集！ 
 小学生リレー（100 メートル×4 人） 

と き 10月10日（日） 
午後１時～午後３時（予定） 

ところ 小平市立中央公園競技場 
対 象 小学生 
種 目 低学年（１・２年生） 

中学年（３・４年生） 
高学年（５・６年生） 
各種目18チーム 
（応募チームが多いときは、抽選） 

費 用 無料 

申込み ９月17日（金）まで 
    詳しくは市報９月５日号をご覧ください。 
問合せ 体育課 

電話 ０４２（３４３）１６１１ 

 

◆姉妹都市小平町（おびらちょう）との少年少女交歓交流を行いました 

８月２日から５日まで、小平市（以下「こだいら市」）の姉妹都市・北海道小平町（以下「おびら
町」）の子供たち16人（小学５・６年生）が訪れました。迎えたのはこだいら市代表の小学６年生と

中学１年生24人です。 
 
こだいら市の子供たちは、「いいとこいっぱいのこだいらで、思いっきり楽しもうね★」の歓迎の

言葉でおびら町のみんなを迎えました。 
二日目はみんなが一番楽しみにしていた「ディズニーランド」です。夏の太陽が輝くいい天気でし

た。園内では、こだいら市とおびら町の男女混合での班行動で、いろいろなアトラクションをまわり

ました。 
三日目には、市内のブルーベリー農園（田中園）で、「甘くておいしい！」ブルーベリー摘みを体

験した後、「平櫛田中（ひらくしでんちゅう）彫刻美術館」を見学しました。 
午後の見学先、ブリヂストン東京工場では、世界一大きなタイヤの前で、株式会社ブリヂストンか

らいただいた帽子をかぶって記念撮影をしました。 
工場見学が終わると待ちに待った「家庭泊」です。みんな夜遅くまでいろいろなお話しをしていた

ようです。 
最終日となった四日目、おびら町のみんなをお見送りする日です。お別れのつどいでは、最後に帽

子にサインの交換会をしました。 
バスに乗ったおびら町の子供たちを見送るこだいら市の子供たちの中には、お別れの紙テープを握

り涙ぐむ姿も。みんなで再会を誓いました。 
 
（＊）姉妹都市小平町との少年少女交歓交流事業 
昭和53年７月１日、小平市と小平町が姉妹都市を締結しました。翌54年、国際児童年を契機として、小平市と

小平町との姉妹都市少年少女交歓交流事業がスタートしました。両市町において少年少女が宿泊などの共同生活
を通じて、親睦・交流を深めて、お互いの市と町をより理解するとともに、あわせて見聞を広め、夢と希望を   
抱いて郷土社会の発展に寄与することを目的としています。 

（生涯学習推進課） 

児童文学紀行講座 

 「絵本で旅するイギリス」 

『旅の絵本Ⅲ イギリス編』（安野光雅著、福音館書店）を愉し

みながら、描かれた風景の中に隠された謎を追います。 
絵本や児童文学はもとより、名画・建築・人物などたくさんの  

発見があり、新たな絵本の魅力に出会えるでしょう。 

と き ９月８日（水） 
 ９月15日（水） 
 午前10時から正午まで（２回連続講座） 
ところ 小平市中央図書館 ３階 視聴覚室 
案内役 図書館職員 
定 員 ４０人（一般成人） 
 ※保育６人あります。（市内在住の 1歳児～学齢前まで、

先着順） 

申込み ８月21日（土）の午前10時から問合せ先へ（電話可） 
問合せ 中央図書館 
 電話 ０４２（３４５）１２４６ 

教
育
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い 

 

お
子
様
の
心
や
体
の
発
育
の
こ
と
、
勉
強
の
こ
と
、
性
格
や
行
動
の
こ

と
な
ど
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
教
育
相
談
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。 

※
児
童
生
徒
、
保
護
者
、
担
任
等
ど
な
た
で
も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。 

※
専
門
の
相
談
員
が
無
料
で
相
談
に
あ
た
り
ま
す
。 

※
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
秘
密
を
守
り
ま
す
。 

※
相
談
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
他
の
適
切
な
機
関
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

◆ 

相
談
方
法 

 

次
の
２
通
り
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
相
談
が
進
む
中
で
方
法
を
変
更
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。 

１ 

面
接
相
談 

 
 

電
話
に
よ
る
申
し
込
み
の
う
え
、
相
談
員
が
直
接
お
会
い
し
て
お
話

を
伺
い
ま
す
。 

 

日 

時 

月
曜
日
～
金
曜
日
（
但
し
祝
日
を
除
く
） 

 
 
  

 

午
前
11
時
～
午
後
６
時
（
受
付
は
午
後
５
時
ま
で
、
水
曜
日
は

午
後
の
み
） 

 

場 

所 

小
平
市
教
育
相
談
室
（
下
図
参
照
） 

 
 
  

 

（
小
平
元
気
村
お
が
わ
東
３
階
） 

２ 

電
話
相
談 

 
 

電
話
に
よ
る
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。 

 

日 

時 

月
曜
日
～
金
曜
日
（
但
し
祝
日
を
除
く
） 

 
 
  

 

午
前
10
時
30
分
～
午
後
６
時 

 
 

 
 

 

（
受
付
は
午
後
５
時
30
分
ま

で
、
水
曜
日
は
午
後
の
み
） 

◆ 

教
育
相
談
員 

 

小
平
市
教
育
相
談
室
で
は
教
職
経
験
の

豊
富
な
相
談
員
と
臨
床
心
理
士
及
び
大
学

院
で
心
理
学
を
学
ん
だ
相
談
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。 

問
合
せ 

教
育
相
談
室 

電 

話 

０
４
２
（
３
４
３
）
９
４
１
１ 

「日本彫刻会」は 1907 年（明治 40）結成された日本

で最初の本格的な彫刻団体です。同会は、岡倉天心（覚
三）を会頭として、高村光雲の高弟・米原雲海と山崎朝
雲をはじめ、平櫛田中、加藤景雲、森鳳聲、滝澤天友ら
6 名によって結成され、1910年代における彫刻界の一つ
の潮流を生み出しました。 

岡倉天心の日本画育成に対する功績はよく知られてい

ますが、彫刻界に対する貢献はほとんど知られていませ
んでした。また、日本彫刻会の活動自体も一部の研究者
によって注目されることはありましたが、会員の消息が
判らなくなったり、作品の多くが散逸してしまい、同会
の活動全体を捉えた研究が行われることはありませんで
した。 

本展では、これまで取り上げる機会の少なかった日本
彫刻会の作品を紹介し、岡倉天心の彫刻振興策を検証い
たします。 

会 期 
９月10日（金）～10月17日（日）〈会期中無休〉 

観覧料 
一般…500円（400円）、小・中学生…150円（110円） 
（ ）は団体20人以上 

後 援 
読売新聞東京本社、朝日新聞立川支局、日本経済新
聞多摩支局、毎日新聞多摩総局、東京新聞立川支局、
産経新聞多摩支局、西武鉄道株式会社、株式会社
J-COM 関東 西東京局、エフエム西東京、ほのぼの
マイタウン 

助 成 
芸術文化振興基金 

会期中のイベント 
講演会「日本近代の木彫－日本彫刻会の活動を中心に」 
と き：10月９日（土）午後２時から 
ところ：一橋大学小平国際キャンパス内 

※駐車場はありません。 
講 師：大熊敏之氏（富山大学准教授） 
参加費：無料 
申込み：９月８日（水）午前 10時から問合せ先へ 

（電話可・先着順 120人） 
美術講座「岡倉天心と日本彫刻会」 
と き：９月 26日（日）午後１時 30分から 
ところ：当館展示館 
講 師：藤井 明（当館学芸員） 
参加費：無料（観覧料は必要です） 
申込み：当日会場へ（先着順 45人） 

お茶会 
と き：10月１日（金）～10 月３日（日） 
ところ：当館記念館庭園（雨天の場合は室内） 
席 料：300円（別途観覧料も必要です） 
協 力：小平茶道華道友の会、津田塾大学表千家茶

道部 
申込み：当日会場へ（先着順、各日 60人） 

 
問合せ 小平市平櫛田中彫刻美術館 

電話 ０４２（３４１）００９８ 

特別展『岡倉天心と日本彫刻会  

       ‐日本木彫の「伝統」と「革新」‐』 

平坂芳文≪伝・中大兄皇子≫ 

個人蔵 米原雲海《二祖》個人蔵 

ひらくしでんちゅう 


